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　12月24日

  

矢野　珠美

会場/グランドホテル浜松第１７８２回
万人幸福の栞P109
16条「尊己及人」

　役割

司会　

大石　進司河西　千代子　

誓いの言葉　朝の挨拶　 庶務報告　

一般社団法人
倫理研究所

　

　

　12月17日
【2F】白鳥の間

講師
札幌市倫理法人会　会員
命を守る大切さを語りつなぐ　代表 三浦　浩

テーマ

「本当の命の恩人は。。。」

浜松市倫理法人会　

みうら　　　　　　　　　　　ひろし

　

浜松市倫理法人会　　　　　会員スピーチ
　

〒432-8507浜松市中区東伊場1-3-1グランドホテル浜松1F

TEL　053-450-3262
FAX　053-450-3263

入場
無料

加藤　朗夫

様

【プロフィール】

　

1977年、青森県生まれ。20 歳で奥尻消防署の消防吏員を拝命する。 
5 歳の時に日本海中部地震（83年）、15 歳の時に北海道南西沖地震 
（93 年）による津波で被災した。消防士として働くかたわら、 
2004年のインドネシアのスマトラ島沖地震をきっかけに、 
自身の体験を基にした語りべ活動を始め、国内外で講演を行う。 
メディアや国の広報誌などへの掲載は多数。 
11年の東日本大震災を受けて結成された奥尻島津波語りべ隊の一員に。 
12年夏に被災体験を題材にした自作の紙芝居「あの坂へいそげ」を完成させて、 
小中学校や東北の被災地などで披露する。語りべ活動に専念するため、 
18年間務めた消防士を退職して北海道栗山町に事務所を立ち上げる。 
その後、北海道社会貢献賞（防災功労者表彰）を受賞し現在は、 
北海道防災教育アドバイザーとして講演や紙芝居の披露、新聞、テレビ、 
ラジオ出演などを通して津波の教訓を伝えている。 
今年 4 月からは車で全国巡業中。 


